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団体名：
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NPO法人 ブライトパル熊本

“伝統行事を楽しむ”親子いけ花



（１）実施内容

特別支援学校の生徒さんと親御さんを対象に、華道を通じ伝統文化の

継承・発展と、子供たちの豊かな創造性、人間性を育む事業を実施しました。

四季を感じ、伝統行事を更に楽しむ機会を創出しました。生け花を

型にとらわれず自由な発想で親子各々生けてもらい、作品は展示して、

市民の方々に障がいへの理解を深めて頂けるように事業を実施しました。

●実施時期： 7月 七夕向けいけ花

12月 クリスマス向けいけ花

●参加者：熊本大学教育学部附属

特別支援学校の

生徒さんと親御さん

11組22名参加



親子いけ花の様子



（２）助成金の活用

通常の花材に加え、熊本県産の花や装飾品も使用することが
できました。

人件費 運営スタッフ人件費

報償費 講師謝金

旅費 交通費

使用料・賃借料 施設備品使用料

事務・消耗品費 花材費、 装飾品他備品

委託費 チラシデザイン制作及び印刷費

【助成金活用内容】



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）

【親子いけ花参加者の声】

・初めてだったが、また生けてみたいと思った

・予想以上に楽しかった

・引きこもりがちなので、このようなイベントがあると助かります。

・色々な花を教えてもらい勉強になりました。とても楽しかったです。

・子どもがこんなに器用だとは思いませんでした。新たな発見が出来ました。

・反抗期に突入していたので親子でこのようなあたたかい楽しい時間をすご

せてとてもうれしかったです。

【市民の方の声】

・熊本の蒸し暑い日に、涼しげな花々に癒されました。

・親子いけ花という取組いいですね。色々な場所で企画して下さい。
素敵な作品ばかりで感激しました。

・花を楽しみ、バランスや色どりもよく、アイディアも素晴らしいですね。
また開催される時も拝見したいです。



（４）今後の事業展開

今回は、7月、12月の開催になり
ましたが、今後は、開催回数を増や
し参加者の希望や勇気が得られる
ように、更なる支援体制を整えて活
動を継続していきます。
また、当法人の活動により障がい
への理解を深めて頂き、熊本市の
目指す「障がいの有無にかかわら
ず、誰もが能力を発揮でき、いきい
きと暮らせる社会の実現」の
一助となるように活動していきたい
と考えております。


